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二

字
結
縁
法
華
経」

「
停
法
襟
頂
作
法」

昭
和
目・
お・
初
年
度
の
総
合
調
査
の
継
続
と
し
て
訂
年
度
も
古
文
書
経
典
の

調
査
を
行
っ
た。
調
査
点
数
は
約
ωcc
点
に
上
る
が 、
そ
の
中
か
ら
特
に
右
に
掲

げ
た
2

点
を
選
ん
で
紹
介
し
た
い 。

一
字
結
縁
法
華
経
(
序
品
の
内)

紙
本
墨
書

巻
子
本

緒
紙

縦
U-
3
m

I 

-
巻

墨
削指
(
m
段
に
分
つ)
表
紙
欠

桧
割
軸

一
紙
長
臼・
8

叩
(
お
行)

紙
数
日
紙

界
高
M-
3
m

界
巾
幻
叩
一
段
界
高
μ
叩

-
行
を
叩
段
に
分
ち 、
1

段
毎
に
経
文
と
人
名
等
を
交
互
に
記
し
て
い
る。
本

書
に
は
表
紙
は
無
く 、
内
題 、
奥
題
共
に
書
か
れ
て
い
な
い
が 、
そ
の
文
を
検
す

(可)

る
に
法
華
経
序口問
の一
部
で
あ
る。
即
ち
初
行
は
「
口
衆
心
以
是」

、
末
行
は
一

随
出
家
発
大」
で 、
序口仰
を
ほ
ぼ
3
分
し
た
真
中
の
部
分
に
当
っ
て
い
る。
序
口山

の
首
尾
は
共
に
欠
け
て
い
る
が 、
巻
首
に
は
も
と
の
表
紙
か
と
見
ら
れ
る
白
紙
の

断
片
が
残
っ
て
い
る
こ
と、
末
尾
に
は
軸
付
部
と
し
て
1
行
分
の
余
白
が
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
る
と、
本
書
は
も
と
か
ら
こ
の
ま
ま
で
1

巻
と
さ
れ
て
い
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る。
-
行
5

字
詰
と
い
う

形
を
と
っ
た
た
め 、
序回附
全部
を
1

巻
に
収

め
る
と
か
な
り
大
部
な
も
の
と
な
る。
そ
こ
で
そ
れ
を
3
分
し
て
3

巻
と
し 、
本

巻
は
そ
の
2
巻
目
に
当
る
も
の
で
あ
ろ
う 。

法
華
経
8

巻
(
却口問)
の
中
で
現
存

す
る
の
は
こ
の
1

巻
の
み
で
あ
る
が 、
こ
の
割
合
で
考
え
れ
ば
全
部
で
数
十
巻
の

NU1ω「打(58字)
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に
つ
い
て

研

歴
史

げn.7L 

室

多
第 き
1 V こ

字 上
目 つ
の た
下 も
段 の
に と
』 主 思、

和五 わ
圭源 れ
と る
の
る
カL

弘
源
和
上
は
享
徳
3
年(之
さ
ロ
月

日
目
先
師
任
宗
和
尚一示
寂
の
後
を
う
け
て
唐
招
提
寺
第
印
世
長
老
と
な
っ
た。
残

年
は
明
か
で
な
い
が 、
第
臼
世
良
恵
和
尚
が
長
老
と
な
っ
た
の
は
文
明
日
年(一
主)

(2)
 

で
あ
る
か
ら 、
弘
源
和
上
の
長
老
在
職
期
間
は
E
g
年
代
か
ら
せ
い
ぜ
い
印
年
代

に
か
け
て
で
あ
ろ
う 。
し
た
が
っ
て
本
書
の
書
写
年
代
も
ほ
ぼ
Z
8
年
代
前
後
頃

と
考
え
ら
れ
る。

「
明
幸
大
姉」
以
下
の
人

弘
源
和
上
に
続
い
て
は 、
-

字
毎
に
「
性
栄
禅
門」

名
や
「
法
界」
二一
親」
一
チ
、

」
一
ハ
、

」
「
法
界
衆
生」
一
七
世
四
恩
法
界

衆
生
平
等」
「一
家一
門」
等
々
が
書
か
れ
て
い
る。
中
に
は
「
九
郎
逆
修」
「

為
念
阿

了
阿」
の
如
き
書
方
も
見
ら
れ
る。
こ
うし
た
こ
と
か
ら
考
え
る
と、

こ
れ
ら
の
人
名
等
は
こ
の
法
華
経
供
養
に
結
縁
し 、
も
し
く
は
結
縁
せ
し
め
ん
と

し
た
人
々
の
名
前
と
考
え
ら
れ
る。
-

人
の
名
が
1

字
の
み
で
な
く
数
字
以
上
に

わ
た
っ
て
見
え
て
い
る
場
合
も
少
く
な
く 、
更
に
又
そ
の
父
母一
族
等
の
た
め
に

結
縁
し
て
い
る
例
も
少
く
な
い 。
-

人
で
数
字
に
わ
た
る
場
合 、
必
ず
し
も
そ
の

名
が
続
い
て
現
れ
る
の
で
は
な
く 、
か
な
り
前
後
し
て
い
る
例
が
多
い 。
し
た
が

っ
て
単
に
「
法
界」
と
あ
る
場
合
そ
れ
が
誰
に
よ
る
も
の
か
は
明
か
に
し
え
な
い

の
で 、
正
確
に
誰
が
何
字
と
い
う
数
を
出
す
こ
と
は
出
来
な
い 。



本
巻
の
字
数

は
5
2
字
で
あ

る
が 、

－
字
毎

に
何
が
し
か
の

寄
進
を
仰
レ
だ

と
し
て
も
か
な

り
の
額
に
上
る 。

法
華
経
の
全
字

数
は
題
号
も
含

め
て

S
EN
字

で
あ
り 、

ぉ、

に
1｛

子
1

文
と

仮
定
す
れ
ば
S

貫
主N
文
と
な

る 。

当
時
は
桝

の
相
違
が
甚
し

い
の
で
米
に
換

て
も
正
確
な
値
を
出
し
難
い
が 、

当
時
の
東
寺
下
行
斗
1

石
の
値
は
ほ
ぼ
1

貫
文

算
し
よ
う
と
し

を
前
後
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る c

と
す
れ
ば
法
華
経
全
部
で
米
約
m

石
と
な
る
が 、

庄
園
か
ら
の
年
貢
は
室
町
時
代
以
降
減
少
し
つ
つ
あ
り 、

寺
に
と
っ
て
叩
石
の
臨

時
収
入
は
極
め
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
て
い
る 。

－
字
1

文
で
あ
っ
た
か
否
か
は

「
健
法
縫
頂
作
法」
に
つ
い
て

明
か
で
な
い
が 、

例
え
そ
れ
を
半
分
と
し
て
も
こ
の
一

字
結
縁
法
華
経
を
手
段
と

「
一
字
結
縁
法
華
経ー一

し
て
集
均
ら
れ
た
浄
財
が
莫
大
な
額
に
上
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い

。

こ
れ

が
何
の
用
途
に
宛
て
ら
れ
た
か
は
明
か
で
な
い
が 、

伽
藍
の
修
理
等
に
あ
て
ら
れ

た
の
で
あ
ろ
う

か 。

勧
進
の
方
法
と
し
て
は
仏
像
の
胎
内
納
入
文
書
等
に
種
々
の
例
が
見
ら
れ
る
が 、

こ
の
よ
う

に
経
文
1

字
毎
に
結
縁
者
の
名
前
を
記
し
た
例
は
極
め
て
珍
し
く 、

貴

重
な
資
料
と
い
う
こ
と
が
出
来
る 。

な
お
今
1

巻
こ
れ
に
類
す
る
と
見
ら
れ
る
法
華
経
警
喰
品
の
一

部
が
存
在
し
て

い
る 。

こ
れ
は
「
以
此
誓
喰
説
一

仏」

よ
り
「
是
菩
薩
若
人
小
智」

ま
で
の
犯
行

で 、

－
行
を
7

段
に
分
ち 、

l
段
毎
に
1

字
を
記
し
て
い
る
が 、

各
字
の
下
に
は

か
な
り
の
空
白
が
あ
る 。

巻
首
に
は
前
と
同
じ
く
白
紙
の
断
片
が
残
っ
て
お
り 、

巻
首
に
は
欠
飲
は
な
い
も
の
と
見
ら
れ
る 。

本
巻
の
紙
数
は
6

紙
で
あ
る
が 、

墨

付
は
僅
に
1

紙
半
で 、

そ
れ
以
下
は
星空
罫
は
引
か
れ
て
い
る
が
経
文
は
全
く
記
さ

れ
て
い
な
い 。

各
字
の
下
の
余
白
に
は
何
も
記
さ
れ
て
レ
な
い
が 、

前
と
同
じ
く

結
縁
者
の
名
を
記
す
た
め
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う

か 。

本
巻
も
ま
た
結
縁
者
を
記

す
為
に
経
文
を
書
写
し
始
め
ら
れ
た
が 、

何
等
か
の
理
由
に
よ
っ
て
中
絶
さ
れ 、

そ
の
ま
ま
放
置
さ
れ
た
の
が
た
ま
た
ま
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う c

註

へ
1
）

招
提
千
歳
伝
記
巻
上
之一

註
ω
参
照

伝
律
筋

へ
2
）

II 

惇
法
潅
頂
作
法

l
mzF｝
 

倍
紙

紙
本
墨
書

巻
子
本

叩

紙
数
加
枚

本
書
は
室
生
寺
に
お
い
て
行
わ
れ
た
伝
法
纏
頂
の
次
第
を
記
し
た
も
の
で 、

そ

墨
書一
裏
書
・

返
点
・

送
仮
名

縦
一同
・
8

35 
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（
列）

の
内
容
は
「
三
昧
耶
戒
道
場
事」
一
堂
達
作
法」
「
還一
烈
事」
「
鎮
守
読
経
事」

「
乾
元
二
年脱抑
室
生
寺
庭
儀
伝
法
水
丁
彼
行
図」
「
文
保
元
年四m
於
室
生
寺
庭

儀
伝
法
汀
被
行
図
位」
そ
の
他
に
分
れ
て
い
るc
巻
末
は
勿
論
文
中
に
も
2
ケ
所

の
写
本
奥
蓄
が
あ
る
が、
そ
れ
ら
を
掲
げ
る
と
次
の
如
く
で
あ
る。

（
堂
達
作
法
写
本
奥
書）

乾
元
二
年一一
六
月
廿
一
日
於
室
生
寺
被
行
伝
法」
汀
時
作
法
也
是
偏
勝
堅
院
之

様
也一
E々
受
者」
八
幡
善
法
寺
道
智一
房

職
衆
十
二
口」
大
阿
闇
梨
御
年
七
十
二

也云々
」
為
備
後
日
療
亡
私
注
之
定
僻
事
相
交
歓」
後
見
司
被
直
之バ

真
海

（
文
保
元
年
庭
儀
伝
法
瀧
頂
図
写
本
奥
書）

右
指
図
者
文
保
元
年町
二
月
廿
八
日
於
室
生
寺」
曜
頂
堂
庭
儀
水
丁
被
行
之
職

衆
十
六
日
也」
大
阿
閣
梨
空
智
上
人
忍空
御
年
八
十
六
歳
也」
受
者
河
州
西
林
寺

之
僧
欣
聖一
房
凡
此
法
会」
之
儀
式
厳
重
殊
勝
者
也耳

真
海

（
巻
末
奥
書）

右
自
乾
元
之
図
以
下
雄
為
別
之
散
在
之
物」
法
海
続
集
之
誠
法
流
之
眼
目
当
山

之
重」
宝
不
可
過
之曲目
不
可
出
室
内
柳
忽
不
可
披
見」
之
所
願
密
教
之
弘
通
所

望
竜
花
之
相
続
也
実

文
安
二
年配
十
二
月
六
日

在
判

室
生
寺
住
持
沙
門
法
海

兎r

子
時
享
徳
三
年時献
十
月
廿
八
日
於
室
生
寺」
法
海
大
徳
白
御
方
賜
此
記
録
蒙
許

可
書」
写
早
仰
翌
日
仁
写
之
畢

求
法
金
剛
乗
仏
子
湛
恵

祐府
下

子
時
寛
正
七
丙成
二
月
日
於
霊
山
院
中
坊
筆
馳
半」
雌
朱
因
巨
宋
湛
恵
阿
閣
梨
所

望
不
顧
悪
筆
如
形
書」
写
奈
白
麻
雌
鮮
腐
豪
疎
斯
也
仰
於
在
披
見
次
者」
可
預

五
字
明
者
也
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右
筆
比
丘
聖
琳山口一昨

右
の
奥
書
に
よ
れ
ば、
乾一
冗

文
保
の
頃
真
海
が
記
し
た
室
生
寺
に
お
け
る
伝

法
濯
頂
の
記
録
が
種
々
あ
っ
た
が、
こ
れ
を
室
生
寺
僧
法
海
が
文
安
2
年（
三日）

集
め
て
現
在
の
如
き
1
巻
と
し
た
も
の
で
あ
る。
そ
れ
を
享
徳
3
年（三』ム）
湛
恵

、か
書
写
し、

更
に
寛
正
7
年
2
5
聖
琳
が
こ
れ
を
写
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
c

こ
の
奥
書
に
見
え
る
真
海・
法
海
以
下
の
人
々
に
つ
い
て
は
詳
し
い
こ
と
は
不
明

で
あ
り、
お
っ
て
ま
た
検
討
を
加
え
た
い。

本
書
に
は
室
生
寺
の
薬
師
堂
・
弥
勤
堂
・
滋
頂
堂
の
指
図
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
c

乾
元
2
年
図（
口
絵）

文
保
元
年
図（
挿
図
3）
共
に
薬
師
堂
と
弥
勤
堂
と
は

隣
り
合
っ
て
書
か
れ
て
い
る。
現
在
の
金
堂
は
か
つ
て
薬
師
堂
と
呼
ば
れ
て
い
た

こ
と
は
既
に
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が、
こ
の
両
堂
の
位
置
に
よ
っ
て
も
そ
れ
は
更
に

一
層
明
確
に
さ
れ
る。
本
文
な
ら
び
に
乾
元
2
年
図・
職
衆
座
図（
挿
図
2）
に
よ

れ
ば、
薬
師
堂
に
は
礼
堂
が
付
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る。
現
在
の
礼
堂

は
江
戸
時
代
の
も
の
と
言
わ
れ
る
が、
そ
れ
が
付
加
え
ら
れ
た
の
は
江
戸
時
代
よ

り
も
古
く、
鎌
倉
時
代
も
し
く
は
そ
れ
以
前
で
あ
る。
な
お
現
在
の
礼
堂
は
1
間

で
あ
る
が、
職
衆
座
図
に
よ
れ
ば
3
聞
の
如
く
で
あ
る。
現
在
の
礼
堂
に
は
東
西

に
妻
戸
が
あ
り、
そ
の
柱
か
そ
の
聞
に
立
て
ら
れ
て
い
る。
職
衆
座
図
に
も
妻
戸

の
記
載
が
あ
り、
そ
の
柱
が
－記
さ
れ
た
た
め
3
聞
の
如
く
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ

、

コ

〉
内
ノ

ム
H

《

又
乾一
死
2
年
図・
文
保
元
年
図
共
に
正
面
に
階
段
が
記
さ
れ
て
い
る。
現



在
は
正
面
に
階

段
は
な
い
が、

古
く
は
こ
こ
に

階
段
が
設
け
ら

れ
て
い
た
の
で

博il；濯］頁作法（！険衆l杢図〉

あ
ろ
うc

弥
鞘
堂
に
つ

い
て
は
正
面
の

間
数
は
不
明
で

あ

る

が 、
奥
行

は
乾一
冗
2
年
図

3
問、
文
保一
冗

第2図

年
図
4
間
と
な

っ
て
い

る

。
現

在
の
弥
勅
堂
は

る

3
が 問、3
こ 面

の で

図あ

と
呉
り
東
面
し

て
し

る

c
乾一
冗

2
年
図
に
は
「
其
後
弥
勤
堂
被
修
理
之
刻
被
成
東
向
日午」
と

あ
り 、
鎌
倉
時
代
末

期
頃
に
は
南
面
し
て
い
た
が、
後
の
修
理

で

現
在

の

如
く
東
向
に
変
更
さ
れ
た
こ

と
が
知
ら
れ

る

。
そ

の

時
期
1
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が、
乾一
克
2
年
｛一一5H）
以
後

ご
字
結
縁
法
華
経」
・

「
惇
法
獲
頂
作
法」
に
つ
い
て

で

、
遅
く
と
も
本
警
が
書
写
さ
れ
た
寛
正
7
年（こ
さ
以
前

で

あ

る

c

現
在

の

堂

濯
頂
堂
に
つ

い
て
は
職
衆
座

図
に
簡
略
な
指

図
が

あ

る

の

み

で

あ

る

。
こ
れ
に
よ
れ
ば
間
口
5
間

で

奥
行
は
不
明
で

あ

る

。
現

在

の

瀧
頂
堂
は
鎌
倉
時
代

の

も
の
で 、
こ

の

図
は
当
然
現
在
の
建
物
の
も

の
で

あ

る

。
図
に
は
奥
行
2
聞

の

外
陣
が
記
さ
れ
て
い

る

が、
こ
れ
は
現
状
と
同
じ
で 、

特
に
問
題
に
す

る

点
も
な
さ
そ
う
で

あ

る

。

以
上
指
図
に
つ
い
て

の

み
簡
単
に
述
べ
た
が 、
本
文
に
つ
い
て
は
省
略
す

る

c

室
生
寺
に
つ
い
て
は
文
献
資
料
は
少
く 、
そ
の
歴
史
を
考
え

る

上
で
大
き
な
障
碍

と
な
っ
て
い

る

c
本
書
に
よ
っ
て
そ

の

一
部
で
も
明
か
に
し
う
れ
ば
と
思
っ
て
こ

こ
に
紹
介
し
た
次
第

で

あ

る

c

は
3
間

3
面

で

あ

る

が、
も
と

南
面
し
て
い
た

の
が
東
向
に
変

え
ら
れ
た
と
す

れ
ば 、
乾一
充
2

年
図
の
奥
行

3

聞
の
方
が
正
し

い
と
考
え
ら
れ

る

c
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